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例目

1 本書は太田市教育委員会が国宝重要文化財等保存整備費補助金と、群馬県文化財保存事業費補助金を得

て実施した「市内遺跡発掘調査jをまとめた報告書である。

2 確認調査は、太田市教育委員会が平成25年度に実施し、整理作業は平成26年度に実施した。

3 本書は、「市内遺跡発掘調査jによって確認調査を実施した遺跡の調査地について調査概要を掲載している。

4 発掘調査の期間および組織体制は以下の通りである。

期 間平成25年6月6日から平成26年1月9日まで（なお、平成25年4月1日から同年6月5日

及び平成26年1月10日から同年3月31日までの期間は、市単独費用で、確認調査を行った。）
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調査担当者太田市教育委員会教育部文化財課課長補佐天笠洋一主査長谷川幸男

主査峯岸建司主任山口高志
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5 整理作業の期間および組織体制は以下の通りである。

期 間平成26年4月21日から平成27年3月31日まで

事業主体者太田市教育委員会教育長溢津啓史

事業担当者太田市教育委員会教育部文化財課課長補佐小宮俊久主査長谷川幸男

主査中村渉主任山口高志

事業事務局太田市教育委員会教育部教育部長小林豊副部長小須田雅信

文化財課課長須永光一課長補佐島田孝雄

係長小島幹夫係長代理飯島真由美、松井成江、板垣祥子、栗田雅美

主査峯岸建司主任岸伸洋主事補岩松大輔

嘱託職員岩崎康之臨時職員須田茂、徳永良枝、長谷川理子

6 本稿の執筆は長谷川幸男、峯岸建司、山口高志、中村渉、編集は中村渉がそれぞれ担当した。

7 本書に掲載した遺構の写真は各調査担当者が撮影した。

8 発掘調査および本書の作成にあたっては下記の方々、機関より御教示、ご協力を賜った。

記して感謝を表したい。

群馬県教育委員会文化財保護課、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

9 本書に関わる資料ならびに遺物は太田市教育委員会で保管している。

10 発掘調査ならびに整理作業に携わった作業員は下記のとおりである。
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凡例

1 位置図等にベースマップとして都市計画図（太田市都市計画課 平成23年度作製）を使用した。

2 遺構測量図等に使用した北は座標北であり磁北でない。

3 確認調査全体図あるいは出土遺物実測図のスケールは各図の下端などに表示した。
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第1章調査に至る経緯

平成25年度における各種開発事業の公共事業については、前年度（平成24年度）に開発部局に対し事業照

会を行い、公共工事計画の情報入手に努めた。一方、民間開発については、事前問い合わせ窓口を開設し、

その都度埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行った。

試掘・確認調査は、文化財保存事業費国庫補助金や県費補助金を受けて「市内遺跡発掘調査Jとして事前

調査を実施し、開発事業との調整を図ることとした。また、開発範囲が狭小で通常の確認調査の実行が不可

能な場合、開発工事の中途で遺構の有無や掘削深度などを確認する工事立会を実施した。

なお、試掘・確認調査の結果、遺構が確認され現状保存が困難な場合、記録保存のための本発掘調査を実

施した。

第1図太田市全体図



第2章調査の方法および経過

太田市における各種開発事業に伴う埋蔵文化財取り扱いの調整については、次のような方法で実施した。

まず、事業照会や事前問い合わせにより開発計画の情報を得て、その開発予定地が埋蔵文化財包蔵地内にあ

るかどうか、太田市埋蔵文化財包蔵地図をもとに判断をした。包蔵地内にある場合、事業者に「埋蔵文化財

発掘の届出・通知jの提出を要請し、その開発内容により「慎重工事J.「工事立会J.「確認調査Jの指導をした。

確認調査の場合は、「確認調査依頼書兼発掘承諾書jの受理後、日程の調整をして、申請人あるいは申請

代理人の立会のもと調査を実施した。調査時には、対象となる土地の地形や形状または開発内容を考慮した

上で調査区を設定し、遺構確認面まで掘削機などで掘り下げた。遺構の有無、遺構の内容は、人力による精

査で把握した。記録は平面図・断面図等を作成するほか、 35ミリカラーフィルムにて写真撮影を行った。確

認調査後は申請人あるいは申請代理人の立会のもと埋め戻しを行い、沈下を防ぐため充分に転圧をして現場

を引き渡した。

調査後の整理作業については、これらの調査によって出土した遺物の洗浄・注記・接合・実測や、図面の

修正・トレース・編集などを行い、翌年度に報告書『市内遺跡発掘調査』の刊行を行うこととしている。

当市の平成25年度における事前問い合わせ件数は公共 ・民間あわせ合計1,883件であった。そのうち、遺

跡地内で開発行為が計画され、埋蔵文化財発掘の届出・通知が提出されたのは合計422件であった。確認調

査総数は50件で、そのうち「市内遺跡発掘調査」として国および県費補助金を得て実施した試掘・確認調

査件数は合計36件であった。なお、残り14件については市単独費用で調査を実施した。 「市内遺跡発掘調査J

における開発目的の内訳は、公共事業では区画整理事業（道路建設） 5件、圃場整備（農道・水路開発） 1 

件、道路改良工事1件であった。一方、民間開発では集合住宅6件、建売住宅5件、個人住宅11件、店舗あ

るいは店舗兼住宅6件、宅地造成10件、携帯電話基地局2件、福祉施設1件、保育所1件、住宅展示場1件

であった。このうち、遺構が確認されて現状保存が困難であることから本発掘調査を実施した、あるいは次

年度に実施するに至ったのは合計9件であった。なお、申請者が居住のために建設する個人専用住宅におけ

る本発掘調査については、国および、県費補助金で実施した。

第3章遺跡の位置と歴史的環境

太田市は、北部に八王子丘陵、市域中央に金山丘陵が広がっている。八王子丘陵西側の薮塚地域には大

間々扇状地が広がり、扇状地の端部に位置する新田地域からは湧水が流れ出し、古代より生活の水脈として

利用されている。中央部には広大な平地が広がり、水田地帯を形成している。利根川と面する南西部の尾島

地域は、旧利根川の流路にあたる部分であり、榛名二ツ岳の噴火による噴出物の洪水堆積層によって遺跡が

覆われている。

平成17年度に合併する以前の旧 l市3町の範囲は、太田地域・薮塚地域・新田地域・尾島地域の4区域に

分けられる。平成25年4月1日現在で太田市全体としては、 965遺跡が確認されており、これらを主な時代

ごと多い順に列挙すると、古墳時代が最も多く、ついで奈良・平安時代、中世、縄文時代、近世、弥生時

代、旧石器時代となっている。

平成25年度「市内遺跡発掘調査jとして実施した調査地の概要について、次ページの地図及び一覧表にま

とめた。
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第2図 平成25年度調査地位置図



表1 平成25年度市内遺跡発掘調査 調査地一覧表

No. 受付No. 番調査号 所在地 遺跡名 開発原因 開発（n商イ）積 調査（n面i)積 調査期間 調 査 主主 果 {rr古 考

231 10718 金山町26-1 東山古漬群 携地帯局電話基 37.50 6.00 6月12日遺遺構物 ななしし 本調査なし

2 402 11069 浜IIIJI4 11 (301封区3) 浜田］古境1町 個人住宅 272.18 12.00 8月28日j泣立械物 ななしし 本調査なし

3 621 11481 浜び町隣2接2－道i路、－9水、路-24及 浜田n立跡、 区画整理 286.00 47.00 11月13日遺遺構物 奈住居良跡・平3、安治時代3、の土土坑器片7 本調査を実施

4 252 10754 東別所町226-2ほか 東別所本郷i立跡 建売住宅 982.52 47.00 10月11日遺造構物 古土坑墳時5代、ピ・中ッ世トの2土器片 本調査なし

5 337 10944 内ケ島町1613-5 天神山古境 個人住宅 203.97 22.00 1 1月11日遺遺構物 ななしし 本調査なし

6 563 11366 高林南町793-1ほか 高林本郷遺跡 集合住宅 1397.90 23.00 10月31日l輩古格物 ななしし 本調査なし

7 145 10578 調II谷町2811ほか 制II谷南遺跡 店舗i 2052.62 68.00 12月10日i遺輩格物 古住居境跡H寺代ll、の精土器2、片土坑2、ピット3本調査なし

8 218 10693 下の一浜部田IIIT1055-1、ー3烏屑遺跡 建売住宅 982.00 21.00 6月10日遺1遺精物 土な坑し1 本調査なし

9 221 10696 南矢島町377ほか 道条知皇塚制遺水跡悶想定地 宅地造成 913.00 75.00 6月24日遺遺構物 j古常償2、時代ピのッ土ト器1片 本調査なし

10 698 11628 東長岡町3952、－6 東長岡 I遺跡 宅地造成 915.08 27.50 1月9日遺遺構物 ななしし 本調査なし

11 213 10686 東金井町2295・1 焼山北古漬税 携地帯局電話基 117.46 10.00 7月25日 ~立宣構物 潜なし1 本調査なし

12 133 10553 鳥1、山2上町1538-1、1539-上泉関戸遺跡 建売住宅 1974.00 140.00 6月6日遺造構物 平住安居跡時代2、の土ピ器ッ片ト2、土坑3 本調査なし

13 584 11405 鳥山上町13854 推寺定裏東遺山道跡駅路下新田ルート 集合住宅 1784.00 60.00 12月5日遺造構物 住古居漬跡時代9、の土土坑器片2、ピット1 本調査なし

14 348 10968 強戸田T459-2 畑中遺跡 個人住宅 500.00 17.00 10月9日遺i立構物 住平安居跡時代l、の土土坑器片1 本調査なし

15 363 11002 下小林町356-1 下小林上遺跡 店舗 2270.00 50.00 9月25日 ~輩i11格物 構なし1 本調査なし

16 219 10694 由4良町1588-1、 3、 北之庄遺跡 宅地造成 1368.00 83.00 7月10日i遺立構物 古潜墳1、H寺代土坑か4ら平安時代の土器片 本調査なし

17 106 10502 由良町1486・3ほか 北之庄遺跡 住高齢宅者賃貸 2537.58 89.00 7月2日遺i立構物 ななしし 本調査なし

18 229 10714 藤阿久町83-3 川窪遺跡 福祉施設建設 2999.00 56.00 6月20日i造輩格物 溝なしl、ピット8 本調査なし

19 531 11302 下116田4島1町1163 1、 2、西国島遺跡 店舗 2977.00 58.00 1 1月18日遺遺構物 縄j務文1II寺代の土器片 本調査なし

12.00 7月24日
20 255 10758 下田島町5391、 3 下回島遺跡 個人住宅 694.97 遺遺構物 住奈居良跡・平1、安土II寺坑代の1土器片 本調査を実施

30.00 7月83月0日9～日

28.00 5月14日遺遺構物 古な墳しの周堀1 本調査を実施
21 72 10441 下回島町地内 下回島i立跡 区画整理 1744.30 

51.00 9月3日遺造構物 土な坑し1 本調査なし

22 73 10442 下田島町地内 長福寺遺跡 区画整理 604.30 70.00 12月18日遺i遺構物 溝平安3、時土代坑から6、中世ピのッ土ト器10片等 本調査を実施

23 266 10776 別所町5704 岡原i立跡 建売住宅 1203.14 32.00 7月18日l立註構物 構なし1 本調査なし

24 397 11062 別所町493 大門遺跡 店住舗宅兼個人 739.97 43.00 10月8日遺i遺構物 ？埴脅輪し片土坑l、井戸l 本調査なし

25 578 11395 一只2上、－ 6町、1ー6i6、:28 1、6_4J-1、新島遺跡 保育所 3225.00 48.00 10月28日i遺輩格物 ななしし 本調査なし

26 545 11327 只3地上回先T2452地先～2466 陛地補遺跡 道事路改良工 960.00 60.00 11月20日l遺立構物 ななしし 本調査なし

27 169 10616 薮塚町3068-18 西野西遺跡 宅地造成 2500.54 58.00 7月24日遺遺構物 ななしし 本調査なし

28 737 11710 薮塚町2765・l 西野東中遺跡 集合住宅 808.00 32.00 12月11日遺遺構物 ななしし 本調査なし

29 361 10998 薮塚OIJ1440-1 三島遺跡 建売住宅 1200.00 55.00 8月6日遺遺構物 縄な文し時代の土器片 本調査なし

30 323 10912 安養寺町2ト2ほか FP泥流下遺跡百字 宅地造成 2044.82 124.00 7月22日遺遺構物 ななしし 本調査なし

31 518 11274 粕川町1743、178 FP泥流下遺跡群 宅地造成 2175.00 100.00 11月26日l立立構物 ななしし 本調査なし

32 292 10832 世良田町1253-10 FP泥流下遺跡群 個人住宅 303. 73 13.00 9月9日j造立構物 ななしし 本調査なし

33 456 11170 世良回目T842-10、8433 新世良田自田信環跡濠集落 個人住宅 375.13 33.00 9月6日遺遺構物 潜古漬l、時土代坑から3近現代の土器片 本調査なし

歌舞妓遺跡、 377.00 10月10月1＼日1～日遺遺構物 古住居墳跡時3代2、の溝土器12、片土坑28、ピット15
34 181 10634 世良田町地内 圃場整備 14000.00 施平成予2定6年度本調査実

下FP原泥古流墳下群遺跡群 648.00 10月rn2月22日4～日遺遺構物 住中居世跡から2、近構世の9、土土器坑片4、ピット3

35 71 10439 岩怯！町、阿久津町地内 東部品~区遺跡群 区画整理 620.10 95.00 9月13日遺造構物 土な坑し1 本調査なし

36 664 11588 天良町51-9ほか 天寺井良廃七堂寺遺跡 宅地造成 12724.54 762.00 11月112月12日6～日遺遺構物 古住居境跡l時、代20、の治土器5、片土等坑6、ピット6本調査を実施
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表2 平成25年度市内遺跡発掘調査調査地一覧表

No.受付No. ID 所在地 遺跡名 開発原因 開発（n面-0積 調査（n面i)積 調査期間 調査結果 備 考

18 10339 飯塚田T1020-l 内ヶ島南田遺跡 住宅展示場 1341.00 55.00 5月8日
j蛍機住居跡3、精6、土坑3、ピット2

本調査なし
遺物 古漬II寺代から平安II寺代の土器片

2 32 10361 高林南町8062ほか 高林本郷遺跡 宅地造成 2738.63 155.00 
4月22日遺構住居跡29、溝l、土坑l、ピット3

本調査を実施
～23日 造物古境l時代の土器片

3 812 11869 高林寿町1809-1
向野遺跡

店舗 19925.33 16.00 3月4日
遺構なし

本調査なし
東矢島古噴群 遺物なし

4 22 10345 南矢島町884-1ほか 西矢島古漬1洋 店舗 9921.85 218φ00 
4月22日遺構古噴の周掘し円形周塀，墓1ほか 本調査を実施
～23日 遺物古墳時代の土器片

5 720 11677 鶴生田町8951ほか 中道遺跡 宅地造成 1951.03 65.00 3月19日
i輩格溝l、土坑l

本調査なし
遺物なし

6 783 11806 龍舞IIIJ4022-1ほか 賀茂遺跡 個人住宅 331.92 6.50 1月27日
i立椛ピット2

本調査なし
遺物なし

7 105 10501 
岩松町118 （仮換地54街区

東部地区i立跡群 集合住宅 624.00 53.00 5月13日
遺構土坑4

本調査なし
4) 遺物なし

8 70 10438 堀口l町内 東部地区遺跡群 区画整理 1034.70 53.00 5月15日
遺構 j稽l

本調査なし
遺物平安時代から中世の土器片等

9 11 10322 尾島町2886 尾島裏組遺跡 集合住宅 999.68 42.00 5月30日
遺構なし

本調査なし
遺物なし

10 838 11932 世良田町861-1の一部 新田館跡 個人住宅 255.66 13.00 2月18日
遺構溝1

本調査なし
遺物かわらけl

11 771 11785 新田小金井町1587-5 天良七堂遺跡 個人住宅 318.00 9.00 1月10日
遺構なし

本調査なし
遺物 なし

12 141 10573 新田小金井町1631 天良七堂遺跡 個人住宅 456.94 32.00 5月24日
遺構なし

本調査なし
遺物なし

天良七堂遺跡
宅地造成

遺構住居跡7
13 664 11588 天良町519ほか

寺井廃寺
（設計変更箇 12724.54 140.00 3月17日

遺物なし
本調査の追加

所）

14 641 11513 新田小金井町1444-1、一5 笠松遺跡 個人住宅 250.45 6.00 3月24日
i章構なし

本調査なし
i建物平安時代の土器片

※上記14件は、市単独費で調査を実施しており、本書に図面 ・写真は掲載されていません。



第4章 確認調査の概要

1 東山古墳群（H25No.231)

①所在地太田市金山町26-1 

②調査原因 携帯電話基地局の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定
~ff 東山球場

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土
Sl.9 

層確認、図面作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されなかっ

た。

⑤取り扱い方法本発掘調査の必要はない

と判断される。

〈区

地表下約40cm以深
地山（灰黄褐色土）。

第3図確認調査平面図

同
m
 

ハU
l－
－

t

守
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-6-



2 浜町古墳群（H25No.402)

①所在地太田市浜町14-11（仮換地： 30街

区3)

②調査原因個人住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

層確認、図面作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されなかっ

た。

⑤取り扱い方法本発掘調査の必要はない

と判断される。

⑧ 

H24No.427 
確認調金箇所｜｜撹乱

ガス管 撹乱

住居跡＼

f_J[ ウ
i 閣苦L

「l I ぜこ l : ' 

地表下約45cmで
ローム層。

0 
』

m
 

n
u
l－
－

 

4

・・・・

第4図確認調査平面図 ・断面図
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浜町遺跡（H25No.621)

太田市浜町22-5、ー9、－24及

び隣接道路、水路

調査原因 土地区画整理

所在地

3 

① 

② 

③ 

10c 。
開発予定地に調査区を設

定し、遺構の確認を行った。写真撮

影、土層確認、

調査方法

図面作成を行った。

住居跡3軒、溝3条、土

坑 7基が確認され、奈良時代・平安時

調査結果④ 
② ① 

表土表土代の土器片が出土した。

遺構に影響があるた取り扱い方法

め、本発掘調査を実施した。

⑤ 

-35cm 

j蕎

m
 

n
u
l
l
i－－
 

q
L

ー

l

Z
一層

別
附
一
叫

立
国
一
－

H

－口

暗褐色

ローム層
-50cm 

⑧ 
r 

;---
確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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第5図



太田市東別所町226-2ほか

建売住宅の建設

開発予定地に調査区を

設定し、遺構の確認を行った。写

土層確認、

ピット 2基

遺構に影響のない

が確認され、古墳時代及び中世の

東別所本郷遺跡（H25No.252)

所在地

図面作成を

土坑5基、

土器片が出土した。

取り扱い方法

調査方法

行った。

調査結果

調査原因

真撮影、

4 

①

②

③

 

⑤ 

④ 

工法のため、本発掘調査の必要は

-25cm 

①
 

② 

一一一一一一一-35cm 

ないと判断される
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①
［
士
一

一
ム
汎

F

一
汀
「
一

一
土
亡
一
；
一

¥-- -_-j 

i - J 
I 一一 「

: 土坑

Lー『

l土坑II : 
1 「ーl I 

3 Tr 

｜ ② 4 Tr. l 
II u n l ~'i〕や l

~－－＿；－一一ー一一－－＼－＇
ピット

1Tr 

尚

喜S

i j建設予定地

!Om 

市
J

m
 

pu 
nu－
－

－

 

1
 〕：7

確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図第6図



5 天神山古墳（H25No.337)

①所在地太田市内ケ島町1613-5 

②調査原因 個人住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

層確認、図面作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されなかっ

た。

⑤取り扱い方法本発掘調査の必要はない

と判断される。

⑧ 

道路

Eヨ

② 

口目
①
 

制
ー

τ 1 1 Tr 

① ② 

-70cm 

。 10m 

第7図確認調査平面図・断面図
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6 高林本郷遺跡（H25No.563)

①所在地太田市高林南町793-1ほか

②調査原因 集合住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構

の確認を行った。写真撮影、土層確認、図面作

成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されなかった。

⑤取り扱い方法 本発掘調査の必要はないと判断

される。

①
 

② 

造成土
造成土

-130cm 黒褐色

＼＼島－165cm褐灰色

⑧ ※ローム層確認されず

道路
1 Tr 

r
l

－
T
I
 

T
I

－uυ 
2

箇｛疋予九又＝＝ロ
』
建
一
知
加

一一劃

。 10m 
第8図確認調査平面図・断面図
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細谷南遺跡（H25No.145)

太田市細谷町281-1ほか

調査方法

定し、遺構の確認を行った。写真撮

影、土層確認、図面作成を行った。

調査結果住居跡11軒、溝2条、土

ピット 3基が確認され、古

店舗の建設

開発予定地に調査区を設

所在地

調査原因

7 

①

②

③

 

坑2基、

墳時代の土器片が出土した。

④ 

取り扱い方法

法に設計変更されたため、本発掘調

遺構に影響のない工

査の必要はないと判断される。

⑤ 

浄化槽設置箇所（設計変更後）

表土

灰黄褐色

にぶい黄褐色

黒褐色

褐灰色

。

1
2
3
4
5
 

浄化槽設置箇所（当初）

⑧ 

確認調査平面図・断面図

-12-

第9図



8 烏屑遺跡（H25No.218)

①所在地太田市下浜田町1055-1、－3のー

部

②調査原因 建売住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、

遺構の確認を行った。写真撮影、土層確

認、図面作成を行った。

④調査結果土坑1基が確認されたが、遺物

は確認されなかった。

⑤取り扱い方法遺構自体は近世以降のもの

と推測されるため、本発掘調査の必要はな

いと判断される。

R 

「
l
E
」F

E

・E・－
E
E

・E・－
E
E

『

E
E
B
B
－
『

a
’

E
B
E
E

－E
・E・－
E
E

・』

「

l

l

r
 

土坑
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4
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」

一

開発予定範囲

表土下約110cmで、

口ーム層。
0 10m 

第10図確認調査平面図
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9 道知塚遺跡、条里制水田想定地

(H25No.221) 

①所在地太田市南矢島町377ほか

②調査原因 道路新設を伴う宅地造成

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果溝2条、ピット 1基が確認

され、古墳時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響のない工法

のため、本発掘調査の必要はないと判

断される。

② 

表土

灰黄褐色

褐灰色

叶ニ；；戸｜ 一~事－一古褐土一色一層一I斗｜ー70cm以深⑧ 

囚5
溝

2 Tr. 

道路

。 10m 
I I I I I I 

ヒ ゴ
第11図 確認調査平面図 ・断面図・出土遺物実測図
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東長岡 I遺跡（H25No.698)

所在地

10 

-6 太田市東長岡町395-2、①

②

③

 

道路新設を伴う宅地造成

開発予定地に調査区を設定し、遺

図

調査原因

調査方法

構の確認を行った。写真撮影、土層確認、

面作成を行った。

遺構、遺物は確認されなかった。

本発掘調査の必要はないと判取り扱い方法

断される。

調査結果④ 

⑤ 

にぶい黄褐色

③ 

-50cm 
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確認調査平面図・断面図第12図



11 焼山北古墳群（H25No.213)

① 所在地太田市東金井町2295-1

②調査原因 携帯電話基地局の

建設

③調査方法 開発予定地に調査

区を設定し、遺構の確認を

行った。写真撮影、土層確

認、図面作成を行った。

④ 調査結果溝1条が確認された

が、遺物は確認されなかった。

⑤取り扱い方法遺構自体は近 一－，「
世以降のものと推測されるた

め、本発掘調査の必要はない 一一イ－~「
と判断される。
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溝

開発予定範囲
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第13図確認調査平面図



12 上泉開戸遺跡（H25No.133)

① 所在地 太田市鳥 山上町1538-1、

1539-1、ー2

②調査原因 建売住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果住居跡2軒。土坑 3基、

ピット2基が確認され、平安時代の土

器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響のない工法

のため、本発掘調査の必要はないと判

断される。
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第14図 確認調査平面図 ・出土遺物実測図



13 ：~：：~5＝~東山道駅路下新田ルー

①所在地太
田市鳥山上

町1385-4 

②調査原因
集合住宅の

建設

③調査花開
発予定地に

調査区を設
定し、遺

：｛：＝＝~：：t＂ 写真撮影土層確認図

④調査結果
住居跡9軒、

土坑2基、ピ
ット1

基が確認され
、古墳時代の

土器片が出土
し

た

⑤取り扱い
方法遺構に

影響のない
工法に設計

：：：；：~め 本発掘調査の必要
はないと

⑧ 

建物建設予定
箇所

① 
. .←

② 

20cm I司＼日Cocm
』辺司二

二J伽
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第15図 確認
調査平面図

・断面図 ・出
土遺物実測医
とに与にご0cm
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14 畑中遺跡（H25No.348)

①所在地太田市強戸町459-2 

②調査原因個人住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

層確認、図面作成を行った。

④調査結果住居跡1軒、土坑1基が確認

され、平安時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響のない工法の

ため、本発掘調査の必要はないと判断さ

れる。

⑧ 
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表土下75cmで
ローム層。

0 10m 

第16図 確認調査平面図・出土遺物実測図
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15 下小林上遺跡（H25No.363)

①所在地太田市下小林町356-1 

②調査原因店舗の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果溝1条が確認されたが、遺

物は確認されなかった。

⑤取り扱い方法 遺構自体は近世以降の

ものと推測されるため、本発掘調査の

必要はないと判断される。

⑧ 

地表下約35cmで
ローム層。

。 20m 

道路（国道122号線）

第17図確認調査平面図



16 北之庄遺跡（H25No.219)

①所在地太田市由良町1588-1、

-3、－4

②調査原因 道路新設を伴う宅地

造成

③調査方法 開発予定地に調査区

を設定し、遺構の確認を行っ

た。写真撮影、土層確認、図面

作成を行った。

④ 調査結果溝1条、土坑4基が

確認され、古墳時代から平安時

代の土器片が出土した。

⑤ 取り扱い方法遺構自体は近世

以降のものと推測されるため、

本発掘調査の必要はないと判断

される。

（区

土坑

計画道路 土坑

第18図確認調査平面図

1 Tr. 

j蕎

2 Tr. 

3 Tr. 

表土下約50cmで、ローム層。

O 10m 



17 北之庄遺跡（H25No.106)

①所在地太田市由良町1486-3 

ほか

②調査原因 高齢者賃貸住宅の建

壬月A
ロ又

③調査方法 開発予定地に調査区

を設定し、遺構の確認を行っ

た。写真撮影、土層確認、図面

作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認さ

れなかった。

⑤取り扱い方法本発掘調査の必

要はないと判断される。

〈区

＼こ可

L一一一一一
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第四図 確認調査平面図・断面図・出土遺物樺実測図
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18 川窪遺跡（H25No.229)

① 所在地太田市藤阿久町83-3 

② 調査原因 福祉施設の建設

③ 調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④ 調査結果溝1条、ピット 8基が確認

されたが、遺物は確認されなかった。

⑤ 取り扱い方法 本発掘調査の必要はな

いと判断される。

（区 道路

「同ーーーーーーー司ーー・ー・・ー圃・・・’可

j蕎
ピット

i日Tr. h 九し
i 2 Tr. 

ー戸戸戸戸戸戸戸 表土下約40cmで

ローム層。。
第20図確認調査平面図 ｜ 
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-2、

店舗の建設

開発予定地に調査区を設定

西田島遺跡（H25No.531)

太田市下田島町1163-1、所在地

1164-1 

調査原因

調査方法

19 

① 

② 

③ 

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

図面作成を行った。層確認、

溝 1条が確認され、縄文時代

の土器片が出土した。

取り扱い方法

調査結果④ 

表土

① 

遺構に影響のない工法の

ため、本発掘調査の必要はないと判断さ

れる。

⑤ 

-65cm 

-105cm 

R 

黒褐色

暗褐色

ローム層

（ 浄化槽設置予定箇所

伊3Tr. 
主て＼＼＼

＼② 

一層｜＼＼

建物建設予定箇所＼

＼沿－－－－－ 1 Tr 
2 Tr 

@ 

0轡(l]@ 
~ 

ト I 1J 
m
 

nu 
nu－
－
4
l』

ー

5cm 。
確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図第21図



20 下田島遺跡（H25No.255)
①所在地太田市下田島町539-1、－3
②調査原因個人住宅の建設
③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構
の確認を行なった。確認された遺構について
は、施主の承諾を得たうえ、写真撮影・図面作
成等の記録保存の措置を講じた。
④調査結果住居跡1軒、土坑1基が確認され、
奈良時代から平安時代の土器片が出土した。
⑤取り扱い方法 遺構に影響があるため、本発掘
調査を実施した。調査の費用に関しては、営利
を目的としない住宅のため補助金対象とした。

R 

市道

本発掘調査対象範囲

＼住居跡 : 

撹乱 2 Tr:. ・7－－ーーーーーーーーーーーーーーl
建物建設予定地

表土下約45cmで
遺構確認。

。巳 ω斗｝第22図確認調査平面図
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第24図 出土遺物実測図
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21 下回島遺跡（H25No.72)

① 所在地太田市下田島町地内

②調査原因土地区画整理

③ 調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④ 調査結果古墳の周堀、土坑1基が確

認されたが、遺物は確認されなかっ

た。

⑤ 取り扱い方法遺構に影響があるた

め、本発掘調査を実施した。

① ② 

表土
表土

-40cmlγ／ 
褐色

明黄褐色灰黄褐色

にぶい黄櫨 ／ 
ローム層

-85cm 
ローム層

I 耕作土 I 

③ 

-25cm 
表土

ーー一ーーーー -30cm 

灰黄褐色
-60cm 

＼ ｜同い黄褐当
ローム層 -80cm 

耕作土

造成土

-60cm 
ローム層

第25図確認調査断面図
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第26図確認調査平面図
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一長福寺遺
跡 （H25No
.・73)

乱立町内
ユ；：；認？？で
地空調査区を設定
し

図面作
成をム
二時撮
影、土
層確

調説果涛3ゑ；~6 主
が催認さ

れ平安町
から～の

土器片等
ピット10
基

遺構に影
響がある
ため 本

取り扱い
方法

発掘調査を実施した
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認、

が出土した
。
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①
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23 岡原遺跡（H25No.266)

①所在地太田市別所町570-4

②調査原因建売住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、

遺構の確認を行った。写真撮影、土層確

認、図面作成を行った。

④調査結果溝l条が確認されたが、遺物は

確認されなかった。

⑤取り扱い方法遺構自体は近世以降のもの

と推測されるため、本発掘調査の必要はな

いと判断される。
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第28図 確認調査平面図・断面図



24 大門遺跡（H25No.397)

①所在地太田市別所町493

②調査原因 店舗兼個人住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、

遺構の確認を行った。写真撮影、土層確

認、図面作成を行った。

④調査結果溝1条、土坑 1基、井戸1基が

確認され、埴輪片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構自体は近世以降のもの

と推測されるため、本発掘調査の必要はな

いと判断される。

⑧ 

① ② 

表土 表土

褐色 I/ 
-50cm11こぶし噴燈色｜／
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25 新島遺跡（H25No.578)

①所在地太田市只上町1646-2、1647-

1、－2、－6、－7、－8、－9

②調査原因 保育所の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されな

かった。

⑤取り扱い方法 本発掘調査の必要はな

いと判断される。
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第30図確認調査平面図・断面図
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26 畦地浦遺跡（H25No.545)

① 所在地太田市只上町2452地先～2466-

3地先

②調査原因道路改良工事

③ 調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

層確認、図面作成を行った。

④ 調査結果 遺構、遺物は確認されなかっ

た。

⑤ 取り扱い方法本発掘調査の必要はない

と判断される。

① ②  

-50cm員＼昌一80cm
砂磯層

1 表土
2 灰黄褐色

3 暗褐色
4 砂層

③ 

0 

－ 第31図確認調査平面図・断面図
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27 西野西遺跡（H25No.169)

①所在地太田市薮塚町3068-18

②調査原因 道路新設を伴う宅地

造成

③調査方法 開発予定地に調査区

を設定し、遺構の確認を行っ

た。写真撮影、土層確認、図面

作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認さ

れなかった。

⑤取り扱い方法本発掘調査の必

要はないと判断される。

⑭ 

l L I i ~ ~ ; I 1TrJ 
住宅建設予定箇所

「

I
l
l
1
L

住宅建設予定箇所

住宅建設予定箇所

表土下約20cmで
ローム層。。 20m 

第32図確認調査平面図
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28 西野束中遺跡（H25No.737)

① 所在地太田市薮塚町2765-1 

② 調査原因集合住宅の建設

③ 調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④ 調査結果遺構、遺物は確認されな

かった。

⑤ 取り扱い方法本発掘調査の必要はな

いと判断される。

⑨ 道路

「－－－－，
~----~ 

浄化槽設置予定箇所

「ーー．． 

表土下約95cmで
ローム層（磯混）。。
｜ ｜｜｜ ！ 

m
 

ハU
l－
－

J

1
 建物建設予定箇所

第33図確認調査平面図



29 三島遺跡（H25No.36l) 

①所在地太田市薮塚町1440-1 

②調査原因 建売住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果遺構は確認されなかった

が、縄文時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法本発掘調査の必要はな

いと判断される。

⑭ 
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円

3 Tr. 

一
円
日
川

l
l
u
v

一
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第34図確認調査平面図



30 FP泥流下遺跡群（H25No.323)
①所在地 太田市安養寺町21-2ほか
②調査原因 道路新設を伴う宅地造成

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、

遺構の確認を行った。写真撮影、土層確

認、図面作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されなかっ

た。

⑤取り扱い方法本発掘調査の必要はないと

判断される。
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第35図 確認調査平面図・断面図・出土遺物実測図
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31 FP泥流下遺跡群（H25No.518)

①所在地太田市粕川町174-3、178

②調査原因 道路新設を伴う宅地造成

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されな

かった。

⑤取り扱い方法本発掘調査の必要はな

いと判断される。
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第36図 確認調査平面図・断面図



FP泥流下遺跡群（H25No.292)

開発予定地に調査区を設

定し、遺構の確認を行った。写真撮

影、土層確認、図面作成を行った。

かった。

本発掘調査の必要は

遺構、遺物は確認されな

太田市世良田町1253-10

個人住宅の建設

ないと判断される。

取り扱い方法

調査方法

調査結果

調査原因

所在地

32 
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建物建設予定箇所l

表土下 1m弱で、も

ローム層確認されず。

路道

5m 。
確認調査平面図
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33　世良田環濠集落、新田館跡

　　　　　　　　　　　　　　(H25N0.456)

①　所在地　太田市世良田町842-10、843- 3

②　調査原因　個人往宅の建設

③　調査方法　開発予定地に調査区を設定

　　し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

　　層確認、図面作成を行った。

④　調査結果　溝:L条、土坑３基が確認さ

　　れ、古墳時代から近現代の土器片等が出

　　土した。

⑤　取り扱い方法　遺構に影響のない工法の

　　ため、本発掘調査の必要はないと判断さ

　　れる。

率

建物建設予定箇

- -

-45cm

砕石

0　　　　　　　5m
→

-10cm

-25cm

撹乱

2T「

①

応

道　路

第38図　確認調査平面図・断面図



34

①

②

②

④

⑤

歌舞妓遺跡（H25Noj81）

所在地　太田市世良田町地内

調査原因　圃場整備に伴う農道・水路開発

調査方法　開発予定地に調査区を設定し､遺構の催認を行った。写真撮影、土層確認、図面作成

を行った。

調査結果　往居跡32軒､溝12条､上坑28基、ピット15基が確認され､古墳時代の上器片が出上した。

取り扱い方法　遺構に影響を及ぼす工事が計圃されているため､平成26年度に本発掘調査を実施

する予定。

34　下原古墳群、FP泥流下遺跡群（H25No.↓81）

①　所在地　太田市世良田町地内

②　調査原因　圃場整備に伴う農道・水路開発

③　調査方法　開発予定地に調査区を設定し､遺構の催認を行った。写真撮影、土層確認、図面作成

　　を行った。

④　調査結果　住居跡２軒、溝９条、土坑４基、ピット３基が確認され､中世から近世の土器片等が

　　出土した。

⑤　取り扱い方法　遺構に影響を及ぼす工事が計圃されているため、平成26年度以降に本発据調査を

　　実施する予定。

第39図　確認調査区位置図

-
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第40図　確認調査平面図・断面図（歌舞妓遺跡西半部）
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第41図　確認調査平面図・断面図（歌舞妓遺跡東半部）
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第42図　確認調査平面図・断面図（下原古墳群、FP泥流下遺跡群）
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第43図　出土遺物実測図（歌舞妓遺跡）
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35　東部地区遺跡群（H25N0.71）

①　所在地　太田市岩松町、阿久津町地内

②　調査原因　土地区團整理

③　調査方法　開発予定地に調査区を設定

　　し、遺構の確認を行った。写真撮影、

　　土層確認、図面作成を行った。

④　調査結果　土坑工基が確認されたが、

　　遺物は確認されなかった。

⑤　取り扱い方法　本発掘調査の必要はな

　　いと判断される。
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第44図　確認調査平面図・断面図



36　天良七堂遺跡、寺井廃寺

　　　　　　　　　　　　　　(H25N0.664)

①　所在地　太田市天良町51-9ほか

②　調査原因　道路新設を伴う宅地造成

③　調査方法　開発予定地に調査区を設定

　　し、遺構の確認を行った。写真撮影、

　　土層確認、図面作成を行った。

①　調査結果　住居跡20軒、溝５条、土坑

　　６基、ピット６基が確認され、古墳時

　　代の土器片等が出土した。

⑤　取り扱い方法　遺構に影響があるため、

　　本発掘調査を実施した。

之

　’かこ

上
一

『
ｆ
　
゛
一
メ
゛
Ｘ
　
　
Ｉ

　　　　　　　　　　　　－■■

　　　　　． ･ … … … ･ … … … l , ' j ｡ : ･ i ‘ , ゜

.
･ ･ .

　 … … … ﾆ " : ' , ･ ! . ‘ 1 ‘ , ･ ﾑ ' ･ ご ド ． ･ … … … ･ ﾂ ｼ ﾞ ﾚ … … .

　 . ， I ･ … … ゛ ･ こ . ; り … … … T . ﾌ ﾞ l ･ ･ I ヽ ‘ … … … ‘ , i j

. ｀ l . I I
, . ･

ぐ づ y

. ぐ

づ べ … … . ･

,

し ; '

. .

, ' . . ' ! - : ; I ･ . j ' a

y

j - I I I . . ' . I …

…

; . . . 1
ﾝ " . ' r - I '

, ; ･

¢

" ´ , ' . ｣ ' I ･ . : ' ｀ 1 , 1 j ｀ L

　 丿 り . . ・ ‘ - - ， ' ・ . j ･ … … …

　 1 こ

.

･

. - .

ン . : … … … 1 ･ ; … … … 1

.

: - l ･ l ･

7

･ こ j f

　 　 ? ･ ‘ ● 　 . . ' . ' j . j . ' ● . ･ 〃 d i l j d ･ ･ I I
　 　 ｀ ･ ･ グ ' Ｊ ' ﾐ … … … －

.

2 , 2 j l 。 で i ｡ I '

第45図　出土遺物実測図
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確認調査写真

H25 No. 231東山古墳群（東から）

H25 No. 621浜町遺跡（南から）
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H25 No. 213焼山北古墳群（北西から）

H25 No. 133上泉開戸遺跡（西から）



H25 No. 348畑中遺跡（西から）

H25 No. 363下小林上遺跡（南から）
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H25 No. 531西田島遺跡（南から）

H25 No. 255下田島遺跡（東から）

H25 No. 255下田島遺跡

本発掘調査（西から）
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H25 No. 292 FP泥流下遺跡群（西から）



H25 No. 456世良田環濠集落・

新田館跡（南から）

H25 No. 181歌舞妓遺跡（南から）

H25No.181歌舞妓遺跡（東から）
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H25 No. 664天良七堂遺跡、．

寺井廃寺（東から）
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